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論文内容の要旨
【目的】外科的ltl行再建術と巣なり経皮的手技で行える経皮的血管バイパス術を考案し，その臨床応用の
ための実験的検討を行った。
【女、j照・方法】実験は成犬35頭を用い，まず外腸骨動脈あるいは大腿動脈を血管塞栓コイルにより塞栓し，
外腸骨動脈及び大腿動脈の閉塞モデルを作製した。その後，経皮的大腿動脈一大腿動脈聞のバイパス術
(F-Fパイバス術)，あるいは大腿動脈-膝寓動脈聞のバイパス術 (F-Pバイパス術)を行った。バイパス
は市販の血管造影用シースを代用し，内径2.7mm及び2.0nunの2種類を用いた。 F-Fバイパス術の方法は塞
栓側の大腿動脈と対側の大腿動脈内に各々シースを挿入した後.一万のシースを切断して血管外で接続す
ることにより行われた。また F-Pバイパス術は霧栓部の中枢側及び末梢側にシースを各々挿入し，同様
の手技により行われた。検討項目は経皮的血管バイパス術の手技に関する検討およひ。バイパス術前後の血
流評価である。
【結果】経皮的血管バイパス術は35頭全頭で手技上の成功が得られ穿刺部位の出Jtnや凪l腫形成を認めな
かった。しかし，シースの屈曲による閉塞のためバイパスの長期開存は得られなかった。一方，バイパス
術後の血流評価は刷管造影像および電般向流計の測定によって行われた。血管造影像による検討ではF・F，
F-Pパイバス術ともに術後に末梢動脈枝の造影程度が著明に低下した例は 1例も観察されなかった。電磁
血流討を用いた検討では2.7mmのシースを使用してF-F，F・pノfイパス術を行った例では術後の末梢血流量
が全例で動脈問塞作製前の78%以上を保ち得ることが確認された。
【考察】以.1-.の結果から本法は血管を露出させることなく安全かっ容易に閉塞部位に血管外バイパス経路
を作製し得ることが確認されたcまた血管径に近似する径のシースを用いることによりバイパス留置部
抹消の十分なl自l流が得られ，本法の臨床応用の可能性が示唆された。
論文審査の結果の要旨
外科的血行再建術と異なり経皮的手技で行なえる経皮的血管パイバス術を考案しその臨床応用のため
の実験的検討を行った。実験は雑犬35頭を用い.まず外腸骨動脈あるいは大腿動脈を血管塞栓コイルによ
り塞栓し，外腸骨動脈及び大腿動脈の閉塞モデルを作製した。その後，経皮的大腿動脈一大腿動脈問のパ
イバス術 (F-Fパイバス術)，あるいは大腿動脈ー膝禽動脈問のパイバス術 CF-Pパイバス術〉を行ったc
バイパスは市販の血管造影用シースを代間し内径2.7mm及び2.0mmの2種類を用いた。 F-Fパイバス術の
方法は塞栓側の大腿動脈と対側の大腿動脈内に各々シースを挿入した後，一方のシースを切断して血管外
で接続することにより行われた。また F-Pバイパス術は塞栓部の中枢側及び末梢側iこシースを各々挿入
し同様の手技ーにより行われた。検討項目は経皮的血管バイパス術の手技に関する検討およひ'バイバス術
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前後の血流評価である 3 その結果，経皮的血管パイバス術は35頭全頭で手技上の成功が得られ，穿刺部位
の出血や血腫形成を認めなかった。しかしシースの屈曲による閉塞のためバイパスの長期間存は得られ
なかった。一方，パイバス術後の血流評価は血管造影像および電磁血流計の測定によって行われた。血管
造影像による検討ではF・F.F-Pバイパス術ともに術後に末梢動脈枝の造影が著明に低ドした例は 1例も
観察されなかった。電磁血流計を用いた検討では2.7mmのーシースを使用してF-F.F-Pバイパス術を行っ
た例では術後の末梢血流量が全例で動脈問塞作製前の78%以上を保ち得ることが確認された。
以上の結果から本法は血管を露出させることなく安全かっ容易に閉塞部位に血管外バイパス経路を作製
し得ることが確認された。また血管揮に近似する径のシースを用いることによりバイパス留置部末梢の
十分な血流が得られたc
本研究は，バイパス用素材及びその長期間存性に今後の検討課題が残るが，下肢の動脈閉塞症だけでな
く，穿刺しうるその他の部位の動脈においても，経皮的にバイパス作成の可能性を示したものであり，著
者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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